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研究成果の概要（和文）：本研究は、我が国における生物多様性教育の効果的展開と定着を実現していくため
に、海外の環境先進国（環境意識が高く、高度な環境教育政策がある）で注目されている自然系博物館と動物園
が牽引する生物多様性教育にターゲットを当て、現地調査に基づく比較研究を行った。6名の分担者とともに、
国内外の動物園・水族館、自然系博物館、合計２０カ所以上を訪問調査した。環境先進国における動物園・自然
系博物館を調査した結果、それらの国々で展開されている顕著な特色として、動物福祉の観点で展示設計が進ん
でいるランドスケープデザインが大きな教育効果を有していることを見いだすことができた。

研究成果の概要（英文）：In order to develop biodiversity education in Japan, this research project 
conducts comparative research studies in environmentally advanced countries overseas, in which 
people have high environmental awareness and environmental education policies　are advanced. 
Focusing on biodiversity education led by nature museums and zoos in those countries, we will 
conduct comparative research based on field surveys.　Together with six co-investigators, we visited
 and surveyed more than 20 zoos, aquariums, and natural history museums in Japan and overseas. As a 
result of the collection of materials obtained from field surveys, it was found that landscape 
design, whose exhibition design is progressing from the viewpoint of animal welfare, has a great 
educational effect as a remarkable feature of biodiversity conservation education in environmentally
 advanced countries.

研究分野： 科学教育

キーワード： 生物多様性保全　動物園　展示デザイン　科学教育　SDGｓ　動物福祉

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
生物多様性は国際的機関と国内学術機関から提言される，社会を担う人々に育成したい新しいリテラシーであ
る。この育成を目指して先駆的海外の事例を精査して知見を得ようとする本研究は，現代的課題への取り組みと
教育的観点への実質的応用の意義を備える。またわが国において，自然系博物館や動物園が，生物多様性情報の
収集・蓄積・情報発信の知的拠点施設として大きな意義と可能性を有していることは認識されている一方で，教
育的活用を効果的にはかる手立てが見えていない。環境先進国における事例を複数調査することにより，現在日
本で具体的知見の乏しい，生物多様性教育のあり方に実質的，新規的で有用なアプローチの仕方を提示する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

生物多様性という国際理念（国連環境開発会議、1993）を、地球に生きる人類共通の意識に浸

透させることが求められている。それは、第 65 回国連総会における「国連生物多様性の 10 年

（2011-2020）」の設定や、生物多様性リテラシー(Biodiversity Literacy)という新たな用語に

も表われている。わが国では第四次環境基本計画（2012）により、生物多様性をスローガンにし

て、公的機関、自治体、民間団体機関や NPO/NGO などが市民参加型イベントを推進してきた。し

かし世論調査（内閣府）によると、一般の人々の生物多様性の認知・意識・態度は低下したまま

である。一般の人々の生物多様性意識向上を促すアクセスしやすい教育拠点を見いだして、プロ

グラム設計と運用を実現する展開手法の知見蓄積が不可欠である。 

一方、海外に目を向けると、一般向けの生物多様性教育が自然系博物館と動物園の機能に備わ

ってきた経緯を見ることができる。2015 年に開催された欧州科学教育学会（European Science 

Education Research Association）で、イギリス、ドイツ、カナダ、アメリカの研究者の複数が

動物園や自然系博物館の展示・コレクションに基づく生物多様性教育の事例を報告した。また、

これまでに博物館訪問は認知的学習と情緒的刺激の双方に作用して長期記憶を促すことや、動

物園における教育実践は、子どもの環境意識変化に作用するという研究もある。生物多様性教育

の展開は、北米、欧州（西欧・北欧）、オセアニアに位置する環境先進国で先駆的に成し遂げら

れてきており、その有効性や充実した側面を見出すことができる。従って、その実態を調査する

ことにより、我が国の生物多様性意識向上を具現化する教育手法の手がかりになる。 

 
２．研究の目的 

本研究は、我が国における生物多様性教育の効果的展開と定着を実現していくために、海外の

環境先進国（環境意識が高く、高度な環境教育政策がある）で注目されている自然系博物館と動

物園が牽引する生物多様性教育にターゲットを当て、現地調査に基づく比較研究を行う。 

日本では科学教育研究分野において、来園者に動物の行動観察を促す動物園教育実践例が紹介

され始めている。動物園は教育現場としての受け皿になりつつある状況にあり、こうした施設で

生物多様性教育を着実に展開していく方策を講じる段階にあると言える。ただし、その具体化に

際しては、十分な知見がないため、海外にある先行事例から有効な手立てを探り、わが国に適し

た手法を開発していく必要がある。特に重要となる運用制度、具体的展開、技法・工夫といった

教育上の実務的側面に関する情報を精査・集約する作業は不可欠となる。本研究調査では、複数

事例の丹念な調査から比較検討して、わが国で今後生物多様性教育の整備に必要な基礎的要件

を明確化する。 

 
３．研究の方法 

生物多様性教育の効果的な展開手法について、その教育の先進国である北米、西欧・北欧、オ

セアニア 9 カ国のエリアをカバーして、事例の豊富な自然系博物館と動物園における実態を集

約する。研究チームはカリキュラム開発・教授法・教材開発・博物館教育・自然科学分野に精通

し、海外調査経験の豊かな研究者で構成する。教育研究に精通した専門家がチームを組み、生物

多様性教育拠点として自然系博物館と動物園が活躍している西欧（イギリス・ドイツ・フラン

ス）・北欧（スウェーデン・フィンランド）・北米（アメリカ・カナダﾞ）・オセアニア（オースト

ラリア）において内実を丹念に探り、必要な情報を集約して知見の乏しいわが国への成果還元を

目指す（図 1）。 



 

次の三観点からフィールドワークを行い、生物多様性教育を整備するために必要な要件と具体

的知見を導く。 

（1）生物多様性教育の運用制度 

  目的・理念、運営体制。運営体制における、生物多様性教育担当者への研修制度の内容。 

（2）生物多様性教育の具体的展開（コレクションと教育との対応付け） 

a.展示デザイン・館内レイアウトのコンセプト、ワークショップ、ガイドツアー等来館者コミュ

ニケーション。 

b.ワークシート等個別教材（ツール）の対象年齢と学習・内容・評価（フィードバック）および

個別教材を組み合わせた系統的理解を促すパッケージプログラム。 

c.自然系博物館・動物園の訪問を通して、訪問者が日常生活の課題に転換して考える場面設定。 

（3）生物多様性教育の技法・工夫（認知学習と情緒的刺激への作用） 

 年齢や来館（来園）目的の異なる人々に生物多様性意識を喚起するために、教育担当者のもつ

実用的な技法や工夫。例えば、認知学習的側面と情緒的刺激の側面への作用を（2）で導く技法

や工夫。 

 
４．研究成果 

6 名の分担者とともに、国内外の動物園・水族館、自然系博物館、合計２０カ所以上を訪問し

て、展示と教育の事例について調査した。その結果、以下のことがわかった。 

（1）生物多様性教育の運用制度 

アニマルウェルフェア（動物福祉）の観点から、動物のストレスを軽減させる対策が取られてお

り、そのことが生物多様性理解へとつながる教育的視点になっていることがわかった。放飼場

（展示エリア）は、野生下で群生活する動物種には複数個体が飼育できる広さになっていた。さ

らに、ファミリーやグループで飼育展示することにより、ブリーディングが可能になり当該種の

保護や保存につながる。アニマルウェルフェアの観点は、人々への動物に関する教育的視点と種

の保護の双方を可能にしている。 

（2）生物多様性教育の具体的展開（コレクションと教育との対応付け） 

2 種のカバの比較展示など、種の多様性に気付かせる展示があった。おなじ種にも亜種の存在が

あることを一般の人々に知らせることにより、多様性への気づきを促している。さらに、温暖化

に伴う北極圏の動物への影響、博物館ではサンゴ礁や熱帯雨林の動植物への影響についての展

示が見られ、温暖化と生物多様性との関係に重点が置かれている。 

 

図1. 調査対象となる環境先進国



（3）生物多様性教育の技法・工夫（認知学習と情緒的刺激への作用） 

ファミリーで生活する動物は、親・子・孫の世代が飼育され、個体の名前や性格などが来園者に

わかるように掲示されていた。誕生や死去を記す看板があり、個体の名前や年齢、性格なども記

載してあった。こうした情報は動物の生命に対するヒトへの情緒的刺激を促す工夫になってい

る。さらに国内においては、都市型動物園施設としてデジタル技術を応用して映像や体感装置と

いった先端科学と動物との組み合わせにおいて調和を意図した工夫も見いだされた。 

 

以上のことを総括すると、本研究では環境先進国における動物園・自然系博物館を調査した結

果、それらの国々で展開されている顕著な特色として、動物福祉の観点で展示設計が進んでいる

ランドスケープデザインを見いだすことができた。今後の研究として、ランドスケープデザイン

と教育的展開との関連性をさらに調査する必要がある。 
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